２０１４年に改正された日本公認会計士協会の倫理規則の検討―概念的枠組みアプローチの有効性の確立という視座からの検討― by unknown
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Examination of “the Code of Ethics for Japanese Professional Accountants” of 
the Revised in 2014~ For Establishment of the Effectiveness of the Framework 
Approach~ 
 




【要 約】  
2000 年に制定された我が国公認会計士協会の倫理規則は 5 回の改正を繰り返してきた。
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IFAC（The International Federation of Accountants：国際会計士連
盟）及びIFAC内にあるIESBA（ the International Ethics 











は な ら な い 」 と い う 規 定 を 設 け て い る
（IFAC[2012]29－31）。IFACに加盟している日本公認
会計士協会は、SMO4に従い、IESBAが設定して
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